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第２学年　図画工作科学習指導案
ろ組　男子17名　女子17名　計34名
指　導　者　　　濵　﨑　　昇　平

１　題　　材　　つなげよう！ゆめの町！

２　題材について
（1）題材の位置とねらい

本題材は，自分の行ってみたい夢の町と，友達が表現した夢の町をつなげて大きな町を絵に表す
題材である。

この期の子どもたちは，思う存分に手を働かせて楽しみながら，感じたことや想像したことを絵
に表そうとする意欲が高まってきている。また，つくりながら形や色を考えたり，様々な表現方法
を試したり，次々と発想したりすることができるようになってきている。さらに，友達と交流をし
たり，見せ合ったりしたことを表現に生かす喜びや楽しさを味わってきている。

そこで，自分と友達の夢の町をつなげて大きな町を表現することは，友達と楽しく交流しながら
自分たちの思いを表現することができるため，楽しい町を表現したいという意欲を高めることがで
きる。また，自分の夢の町と友達の夢の町をつなぐ部分を一緒に想像しながら表現することは，自
分と友達の思いやイメージを比べながら形や色の工夫を考えることにつながり，つくりだす力を伸
ばしていくことになる。そして，自由にお互いの作品を鑑賞し合い，自分と友達の思いやイメージ
を交流したり，友達の表現の形や色の工夫に気付いたりすることで感じ取る力を伸ばしていくこと
につながる。さらに，自分の思いやイメージに合った形や色になるように，パスの使い方を工夫し
て適切に扱うことで，知識・理解，技能を高めることができる。

このように，自分と友達の発想を比べながら，形や色を工夫して表現していく活動は，第３学年
の「３年○組　夢の町」で，切り方やつなげ方を工夫してペットボトルでつくった夢の建物を，友
達とつなげて，学級全体で夢の町をつくる活動へと発展していく。

（2）指導の基本的な立場

本題材で扱うパスは，色が数種類あり，線の太さや塗り方等を自分なりの表し方で表現できる描
画材であるので，自分の表したい思いやイメージに合わせて色を選び，表し方を工夫しながら表現
することができる。そのため，子どもたちは，友達と交流したことを基につくりだしたイメージに
合わせて，形や色を工夫しながらパスを使って表現したいという意欲をもつことができる。また，
本題材で使用する広幅用紙は，子どもたちが発想したことを思う存分に手を働かせて楽しみながら
表現することができる広さがあり，新たなイメージをつくりだす意欲をもつことができる。

具体的には，まず，自分の夢の町を表現することに興味をもたせるために，参考作品を鑑賞させ，
形や色の様々な工夫を感じ取らせる。そして，自分の夢の町のイメージをもたせるために，自分が
行ってみたい場所を想起させる。

次に，自分が表現した夢の町と友達の夢の町をつなげることに意欲をもたせるために，町と町を
つないだ参考作品を見せ，形や色，発想の工夫に気付かせる。そして，自分がかいた夢の町と友達
の町をつなぐ部分を，友達と一緒に考えながら表現する場を設定する。その際，自分がかいた夢の
町の様子と，友達がかいた夢の町の様子を比較しながら鑑賞し，町と町をつなぐ部分の形や色の工
夫を，友達とアイデアを出し合いながら表現することができるようにする。

さらに，終末の鑑賞においては，自分や友達がつくった夢の町に遊びに行く活動を通して，形や
色，発想の工夫に気付くことができるようにする。

このような学習を通して，子どもたちは，自分や友達の思いやイメージを基に，表現の見通しを
もって取り組み，試行錯誤したり，友達と一緒によりよい表現について話し合ったりしながら，自
分自身の表現のよさや，新たなイメージをつくり出すことができた喜びを感じることができると考
える。
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（3）子どもの実態 

本学級の子どもたちは，これまでの経験を通してほとんどの子どもたちが，パスで絵をかくこ
とが好きである。しかし，｢好きではない｣ と答えた子どもが２名いる。（※１）その理由として，

「手が汚れてしまうから」「すぐ折れてしまうか
ら」ということが挙げられる。つくりたいもの
はイメージできていても，パスの使い方で課題
があり，苦手意識をもっていることが考えられ
る。そこで，折ったパスによる表現や指で擦っ
た表現のよさに気付かせる必要がある。友達と
一緒に表現することについては，４名の子ども
が興味・関心がないと答えている。（※２）理
由として，「難しそうだから」「見せたくないか
ら」ということが挙げられる。一緒に表現する
楽しさを感じていないことが考えられる。そこ
で，自分と友達の考えを基に，夢の町を一緒に
つくる楽しさを感じさせる必要がある。行って
みたい夢の町を発想することについて，全員が
思い付くことができた。（※３）さらに豊かに
発想することができるように，イメージマップ
を使ったり，友達とアドバイスを交換し合った
りして，夢の町にいる登場人物の様子や，建物

の様子などの細かい部分について考え，表現に生かすようにさせたい。鑑賞活動については，９名
の子どもがよさを感じていない。（※４）理由として，「恥ずかしいから」「からかわれたことがあ
るから」ということが挙げられる。よさを認められる経験が少なく，自分の表現に自信がないこと
が原因だと考えられる。そこで，互いの表現のよさを見付けて認め合う喜びを感じさせる必要があ
る。パスで人をかくことについて，９名の子どもが表情や動きを工夫してかくことができなかった。
自分の思いやイメージに合わせて，人の表情や動き，夢の町の様子を工夫してかくようにさせたい。

（4）指導上の留意点

ア　「思いをもつ・見通す」段階では，まず，夢の町を表現することに進んで取り組めるようにす
るために，参考作品を大きなスクリーンに映し出し，形や色などの工夫してあるところを話し合
わせる。そして，自分がイメージした夢の町を表現できるように，自分が表したい夢の町のイメー
ジを基に，登場人物や建物など，町にあるものの形や色を工夫できるようにイメージマップをか
かせる。

イ　「思いを表現する」段階では，友達の表現のよさを見付けて認め合うことができるように，友
達の表現のよさを互いに伝え合う場を設定する。そして，見付けた互いのよさや互いに発想した
ことを表現に生かすことができるようにするために，町と町をつなぐ部分には，互いの町にいる

登場人物や建物や互いに発想したものがいるようにする。そのために，自分の町と友達の町の形

や色を比べさせ，つなぐ部分にはどのような形や色の工夫をすればよいか，話し合いながら表現

するようにさせる。また，折ったパスによる表現や指で擦った表現のよさを紹介し，自分の思い
に合わせてパスを工夫して使うことができるようにする。

ウ　「思いを味わう」段階では，友達と交流したことや試行錯誤したことと作品とのつながりを感
じることができるようにするために，終末の鑑賞において，紙などでつくった自分を動かしなが
ら，見るポイントの工夫やイメージの高まりを感じさせるとともに，よさを伝え合い，互いのよ
さを認め合えるようにする。

実態調査　２年ろ組３４名　（4月中旬実施）
１　パスで絵をかくことは好きですか。
　　好き( ３２名)　　　好きではない( ２名)※１
　　〈好きではない理由〉
　　・　手が汚れるから
　　・　すぐ折れてしまうから
２　友達と一緒に表現することに興味・関心があるか。
　　はい( ３０名)　　いいえ( ４名) ※２
　　〈好きではない理由〉
　　・　友達に自分の絵を見せたくないから
　　・　難しそうだから
３　行ってみたい夢の町が思い付きますか。
　　はい（３４名）　いいえ（０名）※３
　　・おかしの町　・ロボットの町　・お花の町
　　・魔法の町　　・未来の町　　など
４　作品を鑑賞し合うことのよさを感じているか。
　　感じている（２５名）感じていない（９名）※４
　　〈感じていない理由〉
　　・　自分の作品を見せるのが恥ずかしいから
　　・　からかわれたことがあるから
５　パスで人をかくときに，表情や動きを工夫してか
　　くことについて（実技）※５
　　工夫してかくことができる（２５名）
　　工夫してかくことができない（９名）
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３　目　　標
（1）　自分が行ってみたい夢の町を楽しく想像し，形や色などを工夫しながら友達と進んで表現する

ことができる。
（2）○  友達と交流しながら，表したい夢の町を想像し，表したい思いやイメージに合わせて形や色

を工夫して表現することができる。
　　○　互いに作品を鑑賞し合い，夢の町の形や色などの工夫や発想のよさを，互いに伝え合ったり

自分の表現に生かしたりすることができる。
（3）　パスやはさみなどの用具を適切に用いながら，表したい夢の町に合った形や色になるように表

現することができる。
４　指導計画（全２時間）
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５　本　　時 ( ２／２)
（1）目　　標

自分が行ってみたい夢の町を表現し，友達とつなげることに興味をもち，進んで活動に取り組む
ことを通して，町と町をつなぐ部分や周りを，友達と考えながら表現することができる。

（2）本時の指導に当たって

導入では，二つの参考作品を比較させ，交流しながら発想するよさについて考え，本時で大切な
人やものの形や色といった見るポイントを見出させる。また，クラスで共有できるめあてを立て，
活動の見通しをもたせる。展開では，交流したことを作品に生かすことができるように，二つの町
をつなぐ部分の工夫を考えさせる。その際，お互いの町の形や色で比較させ，二つの町をつなぐ部

分に表現したい形や色を見出させていきたい。

（3）実　際
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